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１．はじめに
清末期の中国は，教育の近代化を図るために，日本をモデルにし，数多くの日本人を教師として
雇った。中国の近代教育や日本人教習の問題はすでに，実藤恵秀（１）を始め，阿部洋（２），蔭山雅博（３），
中国人学者汪向栄（４）などの研究者によって研究されている。いずれの研究も豊富で貴重な資料に裏
付けられた詳細なものである。
20世紀初頭は，日本に留学する中国人の多い時期と重なり，一方で同時期において中国各地の諸
新式学校に赴き，教育活動に携わっていた日本人も多かった。彼らは日本人教習と呼ばれている。中
国教育史上「日本教習時代」とも言われて，最盛期には数百人に達したという（５）。
先行研究では，日本人教習の教育活動を行った地区について，直隷省の保定，北京，江蘇省の南京
などが挙げられている。これらの地区に関する先行研究はかなり広範囲にわたり，研究資料も蓄積さ
れてきた。にもかかわらず，日本人教習の直隷省天津における教育活動に関しては，先行研究では看
過されてきた。天津は北京の南東に位置し，清末の中国において，政治，経済，軍事，文化の各方面
にわたって極めて重要な役割を果たしていた。
そして，清末期，洋務派は天津を拠点として，工業近代化を推進するとともに，学堂（新式学校）
を相次ぎ設立した。これらの学堂では，中島半次郎や吉野作造などの日本人教習が活躍していた。
1900年代において，記録に残された天津の各学堂で教鞭を執った日本人教習は 60余名である（６）。
本研究は，天津に焦点を当て，清末期における天津の学堂教育，及び日本人教習の教育活動につい
て考察するものである。まず清末，洋務運動期の天津における教育活動の実態を調査し，分析整理す
る。次に義和団事変以降，天津の教育改革を推進するため，設立された諸学堂を概観し，学校で雇わ
れた日本人教習の教育活動を考察する。とくに，先行研究においてあまり注目されていない「学務処
附設翻訳儲才所」，「直隷提学司附設音楽体操伝習所」，「北洋軍医学堂」を挙げ，日本人教習の教育活
動を考察したい。
天津の日本人教習についての先行研究では，経志江（７）が北洋師範学堂の総教習である中島半次郎
の教育活動を論じたものがあり，また，張大民（８）による天津の教育近代化の論述にもあるように，
日本人教習に関しては断片的に言及されている。本研究は先行研究をふまえ，天津における日本人教
習の教育活動の実態を総括することを目的としている。『教育雑誌』（直隷）の記事，『直隷教育統計
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図表』，アジア歴史資料センター所蔵の第一次史料を中心に分析していく。
天津における日本人教習に関する研究は，これまで史料の制約もあり，日本，中国ともに研究が少
ない。本論文は，新たな第一次史料を発掘しながら実証的な研究を行うことで一定の意義があるもの
と考えられる。
２．洋務運動と天津近代教育の芽生え
2.1　洋務運動と天津
1840年アヘン戦争以降，中国は封建社会から徐々に半植民地，半封建社会に変わっていった。教
育は社会変化による影響を大いに受けた。社会的実践とかけ離れた儒学を柱とした封建的な教育体制
は次第に解体されつつあった。そのかわり，科学知識の伝授，生産力の発展を推進させる教育が認識
されるようになった。
1860年代以降，中国で行われた洋務運動は，旧制の封建的な教育を廃し，近代教育を立ち上げる
転換点となった。アロー戦争（第 2次アヘン戦争）や太平天国の乱を通じ，清政府は列強の軍事的な
優位を痛感し，西洋の近代技術を積極的に導入し，国力増加を企図した。清政府の開明官僚であった
曾国藩，李鴻章，左宗棠，張之洞などは，洋務派の代表的な人物であり，洋務運動を展開した。
清末期の思想家魏源は著書『海国図誌』で，「師夷長技以制夷（夷の長技を師とし以て夷を制す）」
と述べ，外国の先進技術を学び，侵略から国を防御するという教育改革を図ろうとする主張を打ち出
した。魏源の教育思想を踏まえ，李鴻章を代表とした洋務派は「中学為体，西学為用（中国の学問を
根本とし，西洋の学問を利用する）」といった教育方針を提唱した。
天津は北京の南東部およそ 120㎞に位置し，金代以降，軍事拠点としての要衝とされた。1858年，
清政府はアロー戦争で英仏連合軍に敗北し，天津条約を締結させられた。この条約により 1860年に
天津は開港させられた。一方，清政府は天津の重要な地理的条件を認識し，総理各国事務衙門を設置
した。その下に三口通商大臣と五口通商大臣を置き，対外通商と外交事務を担当させた。崇厚は三口
通商大臣として任命され，天津に赴任した。三口とは，天津条約と北京条約で開港された牛荘，天津，
登州を指し，三口通商大臣はその通商事務を担当した。そして，1860年代後半より，天津における
洋務運動の活動の進展につれ，天津は李鴻章や袁世凱等の洋務派の中心的拠点となった。
2.2　天津の近代工業発展と洋務学堂の設立
洋務運動は「自強」「求富」をスローガンとしながら，近代的海軍を建設し，人材育成を図り，また，
軍用工場と民用工場を設置し，軍事工業の近代化を図った。
洋務派は 1860年代，「自強」を目指し，ヨーロッパから重工業の技術を採り入れ，全国で最新の兵
器所，造船所などの軍事工場を相次ぎ設立した。例えば，曽国藩が 1861年に安徽省安慶で安慶内軍
械所を，李鴻章が 1865年に上海で江南製造局を，左宗棠と沈葆楨が 1866年に福州で福州船政局をそ
れぞれ建設した。そして，天津では，三口通商大臣崇厚が 1867年に天津機器製造局を設立した。こ
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れらは 1860年代の主な軍用工場であった。
とはいえ，軍事工場の建設には大量な資金が投入され，生産管理が旧態依然だったため，経済的成
功は望めなかった。したがって，1870年代，洋務派は「求富」をスローガンとし，軍事工業の資金
集めのため，民用工業の振興を企て，数多くの民用工場を設置した。
洋務派は天津を拠点として，様々な軍用工場，民間企業を創立し，工業の近代化を推進した。前述
した 1867年に創立された天津機器製造局は，五回の拡大を経て，1886年にすでに「工屋 62座，工
徒千余人（作業場が 62軒あり，労働者が千余人もある：筆者註）」（９）の規模になっていた。天津機器
製造局は，銃弾，水雷，電線，汽船機器など兵器弾薬の生産の他，浚渫船，旋盤，ボイラーなどの機
器設備が製造された。ことに，同局によって製造された「水底機船」（潜水艦：筆者註）はその先端
的な技術水準を意味した。天津機器製造局を皮切りとして，李鴻章は天津において，大沽船塢（1878
年），輪船招商局（1872年），開平砿務局（1878年），鉄道，郵便電信などの企業を相次ぎ創立した。
新式工場は，機械生産が従来の手工業に取って代わったため，労働者に新たな生産技術が求められ
ていた。即ち，機械生産を中心とした新式工場は，労働者が単なる肉体労働をするだけではなく，一
定の科学知識を備えなければならないことも要求されている。したがって，洋務派は，新式工場を設
置すると同時に，洋務運動を推進するような人材の育成も急務として教育の準備をしていた。
李鴻章は「小楷試貼太踊虚飾，甚非作養人材之道」（10）といった認識を持ち，伝統的な私塾教育が実
務・実用的な教育ではなく，機械生産に適応する人材を養成できないため，学校を創立しなければな
らないと考えていた。そこで，1870年李鴻章は直隷総督に就任以来，洋務運動を推進する重要な方
法として，天津において様々な洋務学堂を設置した。
19世紀末，天津における洋務学堂としては，具体的には 1880年に天津電報局が創立されると同時
に成立された「北洋電報学堂」，翌年 1881年に設置された「北洋水師学堂」，さらに，1885年に創立
された「天津武備学堂」，及び 1894年に設立された「北洋医学堂」などが挙げられる。
1880年，李鴻章は電報事業の人材を育成するために天津電報学堂を設立した。同学堂は天津電報
局の附属機関として，卒業生が修了後，各地の電報分局に派遣された。招聘された外国人教師はデン
マークの電信会社の技師であり，「電学と発信技術」を教えた。最初の計画では，電報学堂が 1880年
から 1883年までの間に開校し，それ以降廃校となる予定だったが，李鴻章が上海から広州の間に電
報を増設することを上奏し，同校がさらに 1年間存続することになった。しかも，全国から天津電報
学堂を開校する声が高まったので，1886年，天津のフランス租界において，新たな校舎が増設され
た。1889年，天津電報学堂の専任教師は 3人で，デンマーク人教師 2人（C・H・C・Poulsenと V・
Culmsee），京師同文館卒業生の那三である。1895年，在校生が 50名いた。年齢が 6歳から 22歳で，
それぞれ 4学級に編制した。生徒は学級によって，銀 3両～ 10両の補助金が支給された。修業年限
は普通 4年から 5年であった。しかし，1900年に義和団事変で同校は残念ながら閉校せざるを得な
かった。
天津電報学堂は天津ないし中国においては，近代工業実業学校の端を発した。創立から閉校までの
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20年間，300余名の卒業生を輩出し，中国の電報事業に人材育成の業績を残した。
また，李鴻章は直隷総督に就任後，直ちに新式海軍―北洋艦隊を創設した。それによって新式海軍に
適応できる軍人が求められていった。したがって，その要望に対応するため天津水師学堂が創立された。
1880年 8月，李鴻章は天津水師学堂の設立について朝廷に上奏し，朝廷の認可を得た。天津水師
学堂は 1年間の準備期間を経て，1881年 8月天津機器製造局の西側に竣工された。学堂は 13歳から
17歳の学童を募集し，募集人数は 60名であった。修業年限は 5年であり，入学して 5年未満の生徒
には中退することは許可されなかった。募集者は 2ヵ月で仮入学し，「口歯不霊，或性情悪劣，挙止
軽浮，即行剔退」（11）をした。即ち，口下手だったり，品性が下劣だったり，行動が軽率であったりし
た学生は除名された。在学生は学費と生活費が減免されたほか，月間銀 1両が支給された。優遇策に
もかかわらず，1880年代には科挙制度がいまだ廃止されていなかったため，応募人数が少なかった。
李鴻章は章程を変更し，在学生の待遇を増加し，月間銀 1両から銀 4両まで上げた。銀 4両は当時 8
人家族の 1ヵ月の生活費であるため，応募者が殺到した。募集人数は 60人から 120人に一気に倍増
した。
同学堂は授業が主として英語によって実施された。生徒は第 1，2年に英語，算数を習い，後の 3
年間に工場か学堂において，各専門によって現場で勉強しながら実践した。学堂には，銅鉄機器を製
造する工場，水雷工場が設置され，生徒は工場において直接機械について学習していた。
しかしながら，1900年に八ヶ国連合軍が天津に侵入し，天津水師学堂の所在地である天津機器局
が戦場となり，学堂は戦火によって破壊され廃校となった。
３．新政期の天津教育改革
前述したように，洋務は西洋的実務のことを指しているため，「洋務学堂」は主に西洋をモデルと
していたことがわかった。例えば，北洋電報学堂はデンマークから電報に関する専門の技師を招き教
授させた。北洋水師学堂はイギリスの海軍から教授を雇い，天津武備学堂はドイツの教官によって授
業を担当させた。しかし，残念ながら天津の洋務学堂は 1900年義和団事変の戦火の中，廃校せざる
を得なかった。
義和団事変の勃発により，北京と天津は八カ国連合軍によって占領された。翌年 1901年には『辛
丑条約』が結ばれ，清政府は 4億 5000万両の膨大な賠償金を要求された。政権を維持するため，清
政府が，自ら政治，軍事，教育にわたって喫緊の改革を決意，推進した。それは「光緒新政」と呼ば
れた。結果からいえば，新政は清朝を滅亡から救うことができなかった。とはいえ，中国の近代化の
転換点となり，特に新政期の一連の教育改革はその後の教育近代化を推進した。
『天津県新誌』（12）の記録によれば，天津には 1901–1911年，大学堂，高等学堂，中学堂，小学堂，
女学堂，師範学堂，法政学堂，工業学堂，農業学堂，医学堂，半日学堂，半夜学堂など合計 156校の
学堂があったことが記載されている。
1902年，李鴻章が病死し，代わりに袁世凱が直隷省総督に任命された。袁世凱は，直隷省の教育
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改革を推進した。各方面の新事業に必要な人材の育成を図るため，直隷省の各県に武備学堂，参謀学
堂，警務学堂，軍医学堂，農務学堂，師範学堂などが矢継ぎ早に設立された。そこでは多くの日本人
が顧問，教師として招聘された。
1902年 5月，近代学校の設立・運営の中核機関として「学務処」が設置された。学務処は顧問と
して東京音楽学校長の渡辺龍聖を招聘した。顧問の傍ら，渡辺龍聖は保定にある直隷師範学堂で 7年
間にわたって総教習として勤めた（13）。
４．天津近代学校の発展と日本人教習
1904年直隷省学務処が保定より天津に移された。同年，天津において「教育雑誌」（直隷）が創刊
された。天津の近代教育は一層発展を遂げた。
袁世凱は一連の学校を創立した。新政に適応するために，専門学堂が相次ぎ設置された。たとえば，
軍事学堂として，1902年 11月に天津軍医学堂，1906年に北洋陸軍講武学堂が設置された。また，警
察官を養成するため，1902年に天津警務学堂を設置し，1907年に北洋法政学堂が設立された。また，
実業学校として，天津工芸学堂も創立された。
専門学堂のほか，小中学堂，女子学堂も相次ぎ創立された。それに合わせて，各学校の教員を育成
するため，師範学堂も設立された。天津において，師範学堂は厳修に創立された師範講習所から始
まって，1905年天津初級師範学堂が設立されるまで，小学堂の教員を育成することを目的として継
承されてきた。1906年，北洋師範学堂が開校され，それは，初級師範学堂および中学堂の教員を育
成する目的にあった。引き続き 1906年に女子師範学堂も発足された。そのほか，1904年設置した厳
氏保母講習所は天津をはじめ中国において，幼児師範教育の端緒となった。また，音楽や体育の教員
の不足を補うため，1908年に直隷提学司附設音楽体操伝習所を新たに設置した。
4.1　天津における日本人教習の分布状況
1902年から 1910年にかけて，天津の各学堂で教鞭を執った日本人教習は 60余名であった。表 1
に示したように，北洋師範学堂 14名，北洋法政専門学堂 11名，北洋軍医学堂 8名，天津警務学堂 8名，
天津工芸学堂 5名で，数多くの日本人教習を招へいした。
表 1　天津における主な学堂の日本人教習の状況（1902年–1910年）
学堂名 日本人教習人数 学堂名 日本人教習人数
北洋師範学堂 14名 北洋法政専門学堂 11名
天津警務学堂  8名 北洋軍医学堂  8名
天津工芸学堂  5名 天津両級師範学堂  4名
厳 氏 家 塾  4名 その他  7名
出典： 中島半次郎（1910）『日清両国間の教育関係』，『清国お雇い日本人』95–98頁，『北洋師範
学堂彙編』付録 1–16頁，張大民（1993）『天津近代教育史』104–105頁をもとに筆者作成
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日本人教習の任期はそれぞれで，長いもので 8年間，短いもので半年だが，基本的には 2–3年間の
契約で勤務していた。表 2は 1902年から 1910年の間に，天津における主な学堂の日本人総教習及び
その任期を示している。
表 2　主な学堂の日本人総教習と任期（1902年 –1910年）
教師名 学堂名 任期
中島半次郎 北 洋 師 範 学 堂 1906年 9 月 – 1910年 1 月
吉 野 作 造 北洋法政専門学堂 1907年 12月 – 1909年 2 月
藤 井 恒 久 天 津 工 芸 学 堂 1902年 7 月 – 1909年 7 月
平賀精次郎 北 洋 軍 医 学 堂 1902年 11月 – 1910年 4 月
三 浦 喜 伝 天 津 警 務 学 堂 1902年 5 月 – 1910年 5 月
出典： 『清国お雇い日本人』95–98頁，張大民（1993）『天津近代教育史』104–105頁をも
とに筆者作成
4.2　学務処附設翻訳儲才所と渡辺龍聖
北洋師範学堂の開校は，数多くの日本人教習を招いた。これだけの日本人教習が日本語で講義を行
うなら，大量の通訳が必要となった。清末期，日本語学習熱が高まり，東語学堂が開かれ，日本語学
習用の教科書も市販されるようになった。それでも，日本人教習の講義が通訳できるような人材が足
りなかった。したがって，北洋師範学堂の設立に先立って，日本語の通訳人材を育成することが喫緊
の問題であった。
そして，学務処附設翻訳儲才所（以下翻訳儲才所）は「本処特設東文翻訳儲才所。以造就北洋師範
学堂訳員。及各処翻訳之用」を目的として，1906年 2月に天津において設置された。翻訳儲才所の
設立背景について，「現今訳才缺乏，凡日本各科教員遇講習演習批評等会，毎以不得訳員未能切実挙
辦。保定東文専修科学期五年，為其尚遠，而従前京津等処于日文曾経肄習，功虧一簣不乏人数，其廃
棄殊為可惜，稍令補習即可量才録用」（句読点は筆者，以下同）のように，天津，北京において，か
つて日本語を習得したことのある人から生徒を選抜し，促成的な教育を通して，直ちに日本人教習の
通訳にさせるのである。具体的には，1期生の学生募集要項で，「本所第一期学生暫時以四十名為限。
以中文通暢及曾習東文東語一年半以上者為合格」という要求があった。即ち，翻訳儲才所はすでに日
本語を 1年半以上履修したものを募集した。
入学試験として「漢文東文東語○習科学（○は読み取り不可：筆者註）」が行われた。そもそも，
翻訳儲才所は毎年 15名を募集する予定であったが，北洋師範学堂の開校が迫っているため，「籌辦北
洋師范学堂李守士偉，擬將該堂開学後，所需訳才一并由該所造就，故將顧問官渡邊原擬章程所載科目
略加更易，招考学生改作暫以四十名為限」，1期生で多めに 40名を集めた。入試科目から，翻訳儲才
所は中国語・日本語のほか，科学も重視することが分かった。それは，育成された通訳人材は日本人
の講義を通訳する際に，日本語の知識のみならず，専門知識をある程度理解する必要があるからであ
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る。翻訳儲才所の科目設定も日本語とともに科学知識の習得を重視することが説明されている。
科目は必修科目と選択科目が設けられた。そのうち，必修科目は「日文日語，教育学，倫理学，教
授法」であり，選択科目は「数学理化，図画博物，歴史地理」である。必修科目は三ヶ月履修した
後，通訳実践も加えられており，選択科目は上記の科目より一科目を専攻となる。週間の授業時間数
は 30時間で，必修科目は 13時間，選択科目は 17時間が設定された。週 30時間のほか，通訳実践の
時間が別途に設置された。
翻訳儲才所の教員は学務処の顧問である渡邊龍聖によって担当され，そのほか 2名の日本人教習を
雇用し，前述した必修・選択科目を実施した。渡邊龍聖が月間 40時間ぐらいの授業を担当した。教
科書は「日本普通学通俗課本」を用いた。修業年限はフレックス化であり，最短期間は 6ヶ月で，修
了生が試験に合格した場合，それぞれの専攻に基づき，学務処によって各学校に派遣された。1期生
が主として北洋師範学堂の日本人教習の講義に通訳として割りたてられ，1906年 10月北洋師範学堂
が開校するまでに，合格した通訳が 11名いた（14）。
翻訳儲才所に関する資料は管見の限り，『教育雑誌』（1906年 4期）の「本処擬設翻訳儲才所詳文
並批」（光緒三十二年二月）及び「本処附設翻訳儲才所第一期試辦簡章」のみである。翻訳儲才所で
教鞭を執った日本人教習には，渡邊龍聖のほか，誰がいたのか，また日本人教習はどのように授業を
実施していたのか，明確でないままであった。ただし，渡邊龍聖は翻訳儲才所の準備段階から参加し
ており，カリキュラムの設置，学則の編纂なども一手に引き受け，そして月間 40時間の授業を担当
していたことがわかった。それは，渡邊龍聖は学務処の顧問であり，翻訳儲才所も学務処の附設機関
であったゆえに，責務の一部として授業を担当していたからと考えられる。
4.3　直隷提学司附設音楽体操伝習所
清末期，天津において小中学堂が数多く創立されたが，学堂に適応する教員の養成が問題視され
た。前述した北洋師範学堂は今まで私塾では開設されていない理科，科学，数学などの教員を中心に
育成されてきた。とはいえ，各小中学堂は音楽と体育の授業を担当する人材が足りなかった。音楽及
び体操教員を育成するために，直隷提学司附設音楽体操伝習所（音楽体操伝習所を略称，以下同）が
1908年 2月に天津学務処の構内に設置された。
音楽体操伝習所の 1期生募集要項では，定員を 48人と規定された。生徒は 18歳から 25歳，「漢文
通順，体格健全，無疾病無嗜好，耳膜，喉音，肺量，目力俱良者，方為合格」（15）であった。ただし，
音楽・体育教員の育成が急務であったため，1908年に音楽体操伝習所が採用した生徒は 71名であり，
彼等の年齢，身体状況は『直隷雑誌』（16）（1907年第 20期）に掲載された。なお，修業年限は 1年であっ
た。音楽体操伝習所の学科目及び週間時間数は表 3である。
また，生徒は音楽体操伝習所から卒業後，提学司より各小中学堂に専任教員として派遣され，音
楽・体育の教員不足の緩和が促された。ゆえに，卒業生は修了後，教職に就くことを義務付けられ，
2年以内転業することができなかった。以上のように「効力犠牲性質」を帯びるため，生徒には学費
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が減免される。
音楽体操伝習所は教師として，「音楽教員二人，体操教員一人，倶聘雇日本人担任」（17）といった記
録があったが，実際は日本人教習，村岡祥太郎（音楽），斉藤伝寿（体操）の 2人を雇用した。村岡
祥太郎は日本音楽学校卒業で，斉藤伝寿は日本体育会の卒業生である（18）。教員の中に，日本人教習
のほか，張玉賦（天津体育会及音楽学校卒）及び王承伝（天津英文館卒）がいた（19）。さらに，音楽
体操伝習所は管理と司事を設置し，日常的な庶務のほか，日本人教習の講義を通訳させた。管理は日
本音楽学校卒の李僑が担当しており，伝習所の教育にかかわる庶務をつかさどった。また，司事は翻
訳儲才所卒の王定保で，通訳の傍ら，簿記，書記及び雑用などを担当した（20）。
4.4　北洋軍医学堂と平賀精次郎
1900年，義和団事変勃発以降，天津は八カ国連合軍に占領され，日本が天津に清国駐屯軍を派遣
した。当時，天津において疫病が流行しており，死者が数多く出ていた。駐屯軍は日本租界において
共立病院を設置し，日本人および中国人の患者を診察した。共立病院の院長は日本軍附軍医平賀精次
郎三等軍医正（当時）であった。平賀は治療と予防の適切な手段を講じたため，日本駐屯軍隊の駐在
する付近には，疫病にかかる患者がいなかったという。
1902年，袁世凱は直隷省総督に就任して以来，医者を養成するために，新たに北洋軍医学堂を創
設した。平賀は総教習として任命された。ちなみに，洋務運動期，成立した北洋医学堂は義和団事変
の戦火の中で，廃校に至った。
1902年 11月北洋軍医学堂が日本式を模倣し設立された。創立当初，天津南斜街浙江会館古跡の中
国人家屋を借りてそこを校舎とした。平賀は自ら入学試験を行い，1期生として 52名を募集した。
入学試験には，日本語，理化学，数学があった。
創立当初，総弁（校長：筆者註）は北洋医学堂を卒業した徐華靖である。北洋医学堂は英語で授業
が行われていたので，徐は英語派であった。授業の使用言語は何語にするかについて，当時総弁と総
教習の間に激しい議論が行われた（21）。すなわち，徐は教科書を英文にし，授業言語を英語にするべ
きであると要求した。一方，英語を理解できるのに，話すことができない平賀は，英語で講義するの
が困難であった。そこで英語で講義する必要はないから，日本語で授業を遂行させることを主張した。
徐は医学における学術語や薬剤名などを英語で教えるべきだと強調したのに対し，平賀は英語よりラ
表 3　音楽体操伝習所の学科目（1908年）
科目 唱歌 楽器 音楽譜典 体操 遊戯 生理 教授法 合計
時間数 12時間 2時間 2時間 12時間 3時間 1時間 1時間 33時間
備　考 練習時間は別途に 12時間を設けた。
出典：『直隷提学司附設音楽体操伝習所試辦章程』をもとに筆者作成
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テン語のほうが役立つと主張した。結局，講義は日本語で行われ，用語をすべてラテン語にした。そ
こでようやく授業の使用言語に関する議論が静まった。
生徒は年々増加しており，校舎の狭隘化が進んでいった。よって，1906年 6月，河北区では校舎
の新築工事に着手し，同年 12月，200名の学生を収容するヨーロッパ式の校舎が竣工した。1908年
の時点において，新入生 90名，本科 2年生 50名，3年生 20名で，在学生合計 160名である 。修業
年限は創立当初が 4ヵ年であったが，1907年以降は 5ヵ年に変更された。予科（1ヵ年），本科（4ヵ
年）に分けて，本科は更に医学科，薬学科に分けられた。予科は中学 2年以上の生徒を募集し，本科
は日本の高等学校，専門学校程度とした。
生徒は予科の 1年間において，主に理化，数学と日本語について勉強した。日本語は 1日 2時間，
数学は 1日 2時間，理化学，動植物学，漢文なども学んだ。外国語として，ドイツ語のアルファベッ
トとラテン語の読み方について，予科段階において 2ヵ月ぐらい授業が実施された。これは，中学 2
年以上の生徒は大体英語を理解しているため，2ヵ月前後の授業で発音を身に着けることができるか
らである。それに，日本語の学習は予科の重点でもあった。生徒は日本語を 1日 2時間勉強し，1年
後本科に進学すると，漢文に訳された講義を参照しながら，徐々に日本語で実施した授業を理解する
ようになった。
平賀が教授上，最も重視したのは学問の実用性ということである。彼は自ら教科書を選択・編纂し
た。当時北洋軍医学堂の生徒には，系統的な教育を受けた者が少なく，それで彼は抽象度の高い理論，
原理の書物より，実用的な教科書を選ぶことに留意した。「実際教授上の大方針も実用的なる三字の
上に帰着せしめたり」 といった理念である。平賀は実践を重視した。そこで，学堂の附設病院が設け
られたことから，それを治療実践の現場として利用した。平賀は，附設病院において，医学理論を教
えず，主に生徒に診察させた。「案外実践学習からの成績は宜しうございます」（22）といった実践・実
利主義理論である。
平賀は 1902年 11月から 1910年 4月にかけて，北洋医学堂の総教習として勤めていた。日本人教
習は平賀の他，高橋剛吉医学士，吾妻孝助一等軍医などがいた。
北洋軍医学堂の卒業生はほとんど軍隊や政府に就職した。たとえば 1908年の 55名卒業生のうち，
北京の官療医院および民政部の病院に入ったものは 2名，同学堂で助手を勤めているものが 2名，病
院に助手となったものが 2名，東北三省に行ったのが 7名，広東へ行ったのは病院長をやったものが
1名，その他は軍隊に入って，軍医院長や軍医として勤めていた。
５．終わりに
本研究は，清末期の直隷省の天津における学堂の教育，及び日本人教習の教育活動について考察し
たものである。義和団事変の前に，李鴻章を代表とした清政府の洋務派は天津において，学堂を設立
した。これらの学堂は西洋をモデルにし，招聘された教師は欧米人が中心であった。義和団事変後，
清朝政府は改革を求め，日本をモデルにし，多数の日本人教習を招聘した。そのため天津の各種学堂
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で日本人教習が活躍していた。
本研究では，その具体例として学務処附設翻訳儲才所，直隷提学司附設音楽体操伝習所，北洋軍医
学堂を取り上げ，そこで教鞭をとった日本人教習の教育活動を分析考察した。当時，日本人教習が多
数招聘され，日本語訳員を育成するために，学務処附設翻訳儲才所が設置された。生徒は，日本語な
らびに教育関連の知識を勉強し，北洋師範学堂などの学堂で就職した。さらに，清末期に各学堂では
音楽や体操の教員が不足しているため，直隷提学司附設音楽体操伝習所が設立され，日本の経験ある
教師を招聘した。そこでは，北洋軍医学堂の日本人総教習平賀精次郎は自分の教育理念を主張し，英
語ではなく日本語によって授業を進行することを強調した。このことから，清末期において，日本人
教習は中国の教育界における権威や影響力が大きかったことがうかがえる。
以上，清末期に中国人が設立した天津の学堂における日本人教習の教育活動を考察してきた。今後
の課題として，同時代に，日本人が設立した天津の学堂における日本人教習の教育活動を文献分析か
ら実証的に明らかにし，日本人教習間の交流の実態やネットワークの形成についても考察していくこ
とにする。
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